
着眼点

���　�I� 
[ �が定数関数であることから，�I� 
�[\  F�，�I�[ 
��  F�，�I� 
\  F�である。

���　①～③は，�[，\�にいろいろな値を代入することによって，適切な値を見つける。

　　④は，�I� 
���� �を直接求めることは難しいので，I�[ 
�� �と�I� 
[ �の関係式（数学Ｂ　

　「数列」における漸化式のような式）を作る。

　　⑤は，�[ \ (� �を代入する。

　なお，この問題は，I� 
[  �[�として作問しました。

解答例
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��  F�，�I� 
\  F�なので，これを

　（※）に代入すると，　�F �F ��F
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